
 
 
 
教会は祈りという杭の上に据えられます。 

Desert Wind (No.19 )
Las Vegas Japanese Community Church      JUNE  2008 
『わたしは荒野に道を設け、さばくに川を流れさせる』（イザヤ 43：19） 
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『苦難は神の摂理の中に』 

 

LVJCC 牧師 鶴田健次 

 

人間の歴史は、まさに苦難の歴史です。人

は、生きている限り、誰でも苦難に遭います。

経済的な苦難、社会的な苦難、人間関係の苦

難、また病気の苦難など、様々な苦難があり

ます。今回は旧約聖書のヨブ記を開きたいと

思いますが、ヨブという人は、かつてイエス

様が「ヨブの試練」と言われたように、試練

の代表とも言える、大きな、しかも理由の分

からない苦難を経験した人です。ヨブは、東

の国で一番裕福な人で、また神がサタンに自

慢する程の信仰深い人でした。ところが、ヨ

ブは試練に遭い、全財産と、多くのしもべた

ちと、そして１０人の子供たち全員を失いま

す。その上、彼は健康を損ない、足の裏から

頭の上まで悪性の腫れ物で覆われてしまう

のです。 

ヨブ記の１章、２章を見ると、この試練は

サタンからのもので、神の許しのもとで起こ

ったことが説明されていますが、私たちは、

その試練の背後に、測り知れない神の愛と摂

理が働いていることを認め、謙虚な心で受け

止めなければなりません。ヨブ記は、人はな

ぜ苦しみに会うのかを説明しているのでは

なく、人生の苦難の意味を探りながら、苦難

に会ったとき、私たちはどういう態度を取る 

べきかを教えています。そこで今回は苦

中に見出される神の祝福について三つ

とを考えてみます。 

まず第一に、苦難は、私たちを成長へ

きます。なぜなら、苦難は私たちに自分

みる機会を与えるからです。人は苦しみ

ってこそ、自分の間違いに気づくもので

すべてが上手くいっている時は、間違い

っても、それを認めようとしません。し

自分の行く道が険しくなり、逆境が襲っ

たら、何が間違っていたのかと自分を省

そういう心で見なければ見えてこない

の問題に気づくのです。ヨブ記は、ヨブ

の前で自分の無知を知らされ、神の全能

絶対性を認めるところで終わります。彼

けた苦難は、信仰深く謙遜であったヨブ

さらに深い信仰と謙遜を増し加え、成熟

導きました。 

 第二に、苦難は、私たちと神との関係
しくします。ヨブは、苦難を通して神と

しい関係を持つことができました。もと

神との良い関係を持っていたヨブですが

難を通して、さらに新しい関係を築き上

以前にも増して大きな祝福を与えられま

人は、苦しみの中から神を呼び求めるよ

なります。明るい昼間に、光りを捜し求

人はいませんが、真っ暗な夜になれば、

明かりが欲しくなります。苦しみの暗闇

づいてこそ、人は希望の光りを捜し求め
 私がキリスト教に興味を持ちだしたのは、高
校生の時に出会った、ある本がきっかけでし

た。デール・カーネギー著の「道は開ける」「人

を動かす」です。有名な自己啓発本ですので、

ご存知の方もいらっしゃると思います。そこ

には、完全な悩みの克服には信仰を持つこと

と説いてあり、クリスチャンの著者らしく、

聖書からの引用を多く用い、いかに多くの人

が神を信じることにより人生の危機を脱し、

成功させたかが書かれていました。 

証し 

堀田暁文 

 

 

 それ以降、雑誌のクリスマス特集を見て、

クリスマスのミサなどの時だけ、教会に行く

ことは何度かありましたが、名古屋のホテル

に勤めていた 2003 年秋、本格的に教会に通う

ようになりました。自己啓発本を読んだり、

人に相談したりするだけでは、尽きぬ悩みや

困難は完全には克服することはできず、信仰

の道に答えを求めたのです。クリスマスのミ

サで洗礼を受けましたが、その時、実際には

本当の信仰は無く、洗礼を受ければ何かが変

わるのではと思い、「信じます」と嘘をついて

いました。やはり、そのような思いでは救わ

れるわけもなく、その後、ぱったりと行かな

くなり、また数年が経ちました。 

  

2007 年４月、ラスベガスに留学してきて、

語学学校のクラスメイトがたまたまクリスチ

ャンだったこともあり、アメリカの教会に毎

週一緒に行くようになりましたが、英語力の

乏しい私にはよく理解できずに困っていまし

た。そんなある時、ナカタに買い物に行った

際、偶然いた松岡みどり姉妹に声をかけられ、

ラスベガス・アイズを手渡されました。そこ

にこの日本人教会のことが書いてあり、ここ

に行けば良いのだと思い、入門クラスを受け

るようになりました。鶴田先生に教わるうち

に、自分は何も分かっていなかったことを痛 

感しました。罪のことも救いの計画もまっ

く理解していなかったのです。 

 

思えば、キリスト教系幼稚園に入ったり

両親がイエス・キリストの学習漫画本を買

与えたり（実家は真言宗ですが）、その後

時々にキリスト教にふれる機会がありまし

が、マタイ 13 章の種蒔きの話にあるように

「見てはいるが見ず、聞いてはいるが聞か

また、悟ることもしない」、そのような者で

た。しかし、聖書の学びが進むにつれ、神

計画はなんと偉大で素晴らしいものかが身

しみて分かり、今までの中途半端で断片的

知識や記憶がすべて線でつながったように

じ、人生観がまったく変わりました。そし

神の手で創りかえられ、救いの恵みを授か

ことができたのです。先日、語学学校で出

った佐藤静香姉妹も救われ、本当に大きな

びでしたが、神が私に種を蒔いてきてくだ

ったように、これからも周りの人たちに神

救いをどんどん伝えていこうと思います。

 

 また、「神のなされることは皆その時にか

って美しい」（伝道の書 3 章 11 節）という

言葉も覚えずにはいれません。救われてか

まだ半年ほどですが、神様は折々に祈りに

えてくださり、私を助け、また鍛えてくだ

っています。一見、不幸と思えることもす

てを益と為してくださっていることを日々

感じています。今、30 歳にして学生で、こ

先の人生も読めないことばかりですが、海

表面は荒れ狂っていても海底の方はおだや

なように、自分でも驚くほど心は平安に満

されています。今後も、より一層、聖書の

言葉に従い、神にすべてを委ね、信仰に基

いた人生の選択や行動をし、主を証してい

たいと思います。 

 

です。詩篇 50 篇 15 節に、『悩みの日にわた

しを呼べ、わたしはあなたを助け、あなたは

わたしをあがめるであろう。』と記されてい

ます。苦難は、人を新しい人に変える熔鉱炉

のようなものです。熔鉱炉の中で、不純物を

取り除き、純粋な金銀を得ることができるよ

うに、神は、苦難の火を通して、私たちから

不純物を取り除かれるのです。苦しみによっ

て私たちの心が砕かれ、溶かされるとき、私

たちの不純物が取り除かれ、クリスチャンと

してふさわしい品性が養われるのです。 

第三に、苦難は、神の器を作ります。ヨブ

を見ても分かるように、苦難は素晴らしい信

仰者、素晴らしい神の器を作るために必要な

プロセスです。ですから、苦難に出会ったと

きは、もっと先にある神の摂理的な計画に目

を向けなければなりません。神は、私たちを

祝福して下さるために、先ず器を準備させよ

うとなさるのです。その器は、私たち自身で

す。ですから、神は、イスラエルの民を乳と

蜜の流れるカナンの地に導かれるとき、荒野

を通らせられたのです。それは、苦しみを通

して、彼らを神の器として準備させるためで

した。申命記 8：16 には、『あなたの先祖た

ちの知らなかったマナを、荒野であなたに食

べさせられた。それは、あなたを苦しめ、あ

なたを試み、ついには、あなたをしあわせに

するためであった。』と記されています。  
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案内・ニュース 

・ 佐藤静香姉が、夏休みの間、日本へ

一時帰国されました。また、堀田暁文兄が

フロリダへ７ヶ月間のインターンシップで行か

れました。 

・ ６月７日（土）１０：００ＡＭよ

り Western Trails Neighborhood Park

にて春期教会ピクニックが持たれま

す。ポットラックとＢＢＱ、楽しいゲ

ーム、皆さんで楽しみましょう。  

・ ６月１１日（水）６：３０ＰＭよ

り黒田禎一郎牧師を迎えて特別集会

を持ちます。どなたでもお気軽にお越

し下さい。 

・ いよいよ今年も７月２８日～３０

日に恒例の南加クリスチャン・リトリ

ートがもたれます。どうぞ皆さんが早

目に参加申し込みをして下さい。今回

のメイン講師は中野雄一郎先生です。

 

DREAMS COME TRUE 

✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 

 


